
　

神
奈
川
県
下
で
「
鉄
道
の
無
い
町
」
が
中
井
町
で
す
。
明
治
か
ら
昭
和
初
期
ま

で
秦
野
か
ら
井
ノ
口
を
通
り
二
宮
駅
ま
で
、
「
湘
南
馬
車
鉄
道
」
「
湘
南
軽
便
鉄
道
」

が
走
っ
て
い
た
時
代
を
知
る
方
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
、
そ
の
前
後
の
歴
史
を
ご

紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
少
し
地
域
を
拡
大
し
て
見
ま
し
ょ
う
。

　

明
治
の
半
ば
ご
ろ
、
こ
の
神
奈
川
西
部
の
産
業
の
発
展
と
と
も
に
、
人
々
の
生

活
も
豊
か
に
な
り
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
、
東
海
道
線
が
国
府
津
駅
ま

で
伸
び
、
さ
ら
に
御
殿
場
線
経
由
で
大
阪
・
神
戸
ま
で
開
通
し
ま
し
た
。
東
京
・

横
浜
や
、
関
西
か
ら
富
士
山
・
大
山
講
の
参
拝
客
や
、
湯
河
原
・
熱
海
へ
の
温
泉

客
を
目
的
地
に
輸
送
す
る
手
段
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
翌
年
、
国
府
津
駅
か
ら

小
田
原
・
箱
根
湯
本
へ
の
小
田
原
馬
車
鉄
道
が
地
元
の
吉
田
義
方
が
初
代
社
長
と

な
り
開
通
し
、
後
に
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
小
田
原
電
気
鉄
道
に
発
展
し
ま
す
。

県
下
で
二
十
二
番
目
の
市
電
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
箱
根
登
山
鉄
道
の
箱
根
湯
本
～
強
羅
間
の

開
通
に
繋
が
り
ま
す
。
大
震
災
で
も
翌
年
に

復
旧
し
、
小
田
原
急
行
電
鉄
と
相
互
乗
り
入

れ
を
し
て
箱
根
の
観
光
発
展
に
貢
献
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
小
田
原
の
町
に
電
灯
電
力

の
供
給
事
業
も
始
め
ら
れ
、
小
田
原
に
近
代

的
な
文
化
・
文
明
を
も
た
ら
し
た
の
で
す
。

そ
の
チ
ン
チ
ン
電
車
と
言
わ
れ
た
小
田
原
市

電
を
利
用
さ
れ
た
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

自
動
車
の
普
及
で
廃
止
に
な
り
、
そ
の
車
両
は
、

長
崎
・
広
島
・
熊
本
の
市
電
に
最
近
ま
で
転

用
さ
れ
、
近
年
里
帰
り
し
て
小
田
原
市
内
に

展
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
で
は
無
公
害
の

乗
り
物
と
し
て
再
利
用
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
そ
の
市
電
の
早
川
口
よ
り
、
湯
河
原
・

熱
海
に
温
泉
客
の
輸
送
を
す
る
た
め
、
湯
河
原

か
ら
熱
海
ま
で
力
の
強
い
御
者
達
が
手
押
し
で

運
ぶ
、
ト
ロ
ッ
コ
に
客
車
を
乗
せ
た
「
豆
相
人

車
鉄
道
」
が
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
六
）
熱

海
か
ら
湯
河
原
吉
浜
ま
で

(

十
・
四
キ
ロ
メ
ー

ト
ル

)

が
開
通
し
、
翌
年
に
、
湯
河
原
か
ら
小

田
原
早
川
ま
で
（
十
四
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

が
繋
が
り
、
小
田
原
市
電
に
連
絡
す
る
温
泉
客

の
輸
送
手
段
が
完
成
し
ま
し
た
。
温
泉
に
行
く

上
等
客
を
ま
さ
に
昔
の
「
お
籠
」
に
車
輪
を
付

け
た
よ
う
な
お
召
し
客
車
で
す
か
ら
、
馬
車
を
使
わ
な
い
苦
肉
の
策
と
言
え

ま
し
ょ
う
。
当
時
と
し
て
高
い
料
金
で
も
お
客
の
満
足
す
る
乗
り
物
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
が
後
に
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
熱
海
線
軽
便
鉄

道
（
熱
海
か
ら
早
川
口
ま
で
二
十
五
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
三
時
間
～
三
時

間
四
十
分
で
六
往
復
し
て
い
た
）
に
発
展
し
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
大

正
九
年
（
一
九
二
〇
）
東
京
か
ら
熱
海
へ
乗
り
入
れ
た
熱
海
線
に
繋
が
り
、
益
々

温
泉
地
と
首
都
圏
が
繋
が
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
東
海
道
線
大
磯
か
ら
国
府
津
ま
で
の
駅
が
無
く
、
明
治
三
十
五
年
（
一

九
〇
二
）
二
宮
駅
が
で
き
て
、
よ
う
や
く
秦
野
～
二
宮
の
「
湘
南
馬
車
鉄
道
」

が
開
通
す
る
事
が
で
き
た
の
が
明
治
三
十
九
年
、
秦
野
の
専
売
公
社
の
葉
煙

草
製
品
の
輸
送
に
馬
車
鉄
道
が
活
躍
し
ま
す
が
、
そ
の
後
、
大
正
二
年
（
一

九
一
三
）「
湘
南
軽
便
鉄
道
」
が
蒸
気
機
関
車
で
客
車
と
貨
物
車
を
牽
引
し
ま
す
。

現
在
の
熱
海
駅
に
現
存
す
る
、
山
梨
県
出
身
の
鉄
道
王
と
言
わ
れ
た
雨
宮
啓

次
郎
が
経
営
す
る
雨
宮
製
作
所
製
の
蒸
気
機
関
車
が
兄
貴
分
の
機
関
車
で
、

熱
海
か
ら
小
田
原
の
熱
海
軽
便
鉄
道
で
客
車
一
両
を
牽
引
し
て
い
た
蒸
気
機

関
車
で
す
。
ま
さ
に
「
湘
南
軽
便
鉄
道
」
の
原
型
で
す
。
さ
ら
に
馬
力
ア
ッ

プ
し
た
蒸
気
機
関
車
が
「
湘
南
軽
便
鉄
道
」
の
機
関
車
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

見
比
べ
て
下
さ
い
。
そ
ん
な
歴
史
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
文
化
財
保
護
委
員　

尾
上
仁
郎)

　
　

町
の
文
化
財
あ
れ
こ
れ　

其
の
七
十
二

　
　
　

湘
南
軽
便
鉄
道
の
歴
史(

七)

ず
そ
う
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